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慶應義塾大学大学院理工学研究科委員長 殿 

慶應義塾大学理工学メディアセンター所長 殿 

私が執筆した学位論文について、下記の通り使用を許可します。 

西暦 年 月 日 

所属 □ 基礎 □ 総合 □ 開放 （ 研究室） 

学籍番号 

フリガナ

氏名

卒業後の 

連絡先 

TEL： 

E-mail：

論文名 

検索用キーワード 

(日英各 3～5 語) 

日本語 

英語 

要旨・論文本文の電子的公開（公衆送信権および複製権の許諾）について 

 公開（矢上キャンパス限定）を許可するに際し、裏面の 1～10 の知的財産等の保護に関して問題がないこと

を確認しました。以下の選択に間違いありません。 

□ 要旨・本文の公開を許可する。

□ 要旨・本文の公開を条件付きで許可する（西暦   年 4 月 1 日以降公開可） 

□ 要旨のみ公開を許可する

□ 要旨のみ公開を条件付きで許可する（西暦 年 4 月 1 日以降公開可） 

□ 要旨・本文の公開を許可しない（非公開）

非公開理由  □ 知的財産等情報保護のため 

□ その他（自由記入）

※要旨・論文本文の公開範囲に関わらず、著者名・論文名はΣStar で公開されます。

2022-10-31改訂



 

学位論文使用許諾書（修士）裏面 

知的財産等の保護に関する確認事項 

1 ・ 共同研究、あるいは受託研究でない。 

・ 共同研究/受託研究のため、共同/受託研究者から許可を得ている、または許可を取る必要はな

い。 

2 ・ 特許に関する事項が含まれていない。 

・ 特許出願済みである、あるいは出願予定である。 

     (出願後も特許の内容を知られたくない場合は、論文公開時期を特許出願から１年半後を目途に

設定して下さい） 

3 ・ ソフトウェアのソースコードなど公表したくない内容は含まれていない。 

・ 公表したくない内容を含んでいるため、対象部分を付録とし、提出ファイルから外してある。 

4 ・ 引用した図表が引用文献として記述されている。 

5 ・ 先行研究の引用が適切に行われている。 

6 ・ 他者の執筆と疑われる記述がない。 

・ 自分の意見と他者の意見をきちんと分け、適切に引用がなされている。 

7 ・ ヒトを被験者としたり、ヒトの検体・細胞・器官を用いたりしていない。 

・ ヒトを被験者としたり、ヒトの抗体・細胞・器官を用いたりしているが、理工学部生命倫理委員

会の許可を得ており問題ない。 

8 ・ 動物実験を行っていない。 

・ 動物実験を行っているが、動物実験は慶應義塾動物実験委員会の許可を得ており問題ない。 

9 ・ 他者が写った写真を使用していない。 

・ 他者の写真は許可を得ている、あるいはプライバシーが保たれるよう加工されている。 

10 ・ 個人情報が含まれていない。 
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